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活動報告
タイトル 開催日・会場 主催・共催・企画 企画者 講演者・参加者
Dr. Magda Osman 講演会 
Prediction vs Control in Dynamic 
Complex Environments

5 月1日
三田キャンパス研究室棟
会議室Ａ

脳と進化班 田谷文彦 Dr.Magda Osman（University College London）

真理の度合理論は適切か？ 
〜ファジイ論理と真理理論〜

5 月14 日
三田キャンパス東館 4 階
セミナー室

哲学・
文化人類学班

飯田隆 
秋吉亮太 矢田部俊介（産業総合研究所）

Globalizing Online Games:  
Understanding the Virtual, 
Contextual, and Liminal

5 月 21日
三田キャンパス南館 5 階
ディッスカッション・ルーム

哲学・
文化人類学班 宮坂敬造 Florence Chee（Simon Fraser University）

英文論文執筆のための若手講習会
2010

5 月 22 日
三田キャンパス北館大会議室

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

Functional and Neural Mechanisms 
of Interval Timing

5 月 26 日
三田キャンパス東館 4 階
セミナー室

脳と進化班 渡辺茂 Warren H. Meck (Duke University)

Contingency as a Fundamental 
Determinant for Human Behavior  
―Quantitative and Developmental 
Views from Young Behavior 
Analysts― 

6 月 5 日
三田キャンパス東館 4 階
セミナー室

遺伝と発達班 山本淳一 
丹野貴行

Paul Romanowich (California State University)、
Takeharu Igaki (Tokyo Jogakkan College)、
Hitomi Kuma (Keio University)、Takayuki Tanno 
( 脳と進化班 )

Akihiro Kanamori 教授・ 
Juliet Floyd 教授講演会

6 月11日
三田キャンパス研究室棟
会議室Ａ・Ｂ

哲学・
文化人類学班

飯田隆 
秋吉亮太 
鈴木生郎

Akihiro Kanamori、Juliet Floyd（ボストン大学）

意味論研究会 
A Topological Approach to Space-
time Mappings: Being Bad while 
Looking Good 

6 月 25 日
国立情報学研究所
20 階講義室 1(2005)

言語と認知班
クリスト
ファー・
タンクレディ

今仁生美（名古屋学院大学） 、Eric McCready（青山
学院大学） 

バイオサイコシンポジウム 
聴覚野の機能〜聴覚実験のための工夫・
知覚・ワーキングメモリー

7 月 2 日
三田キャンパス東館 4 階
セミナー室

脳と進化班 渡辺茂 米田孝一（財団法人脳神経疾患研究所附属総合南東北
病院）

意味論研究会 
Semantic Realization of the Layered 
TP: Evidence from the Ambiguity of 
the Sentential Koto -nominal 

7 月 2 日
三田キャンパス 南館地下 2 階
2B23 教室

言語と認知班
クリスト
ファー・
タンクレディ

原由理枝 (City University of Hong Kong) 

慶應義塾大学言語教育シンポジウム 
英文解釈法再考～日本人にふさわしい
英語学習法を考える～

7 月11日
三田キャンパス北館ホール 言語と認知班 大津由紀雄 江利川春雄（和歌山大学）、斎藤兆史（東京大学）、

大津由紀雄（言語と認知班）

意味論研究会 
Quality and Quantity 

7 月16 日
東京大学駒場キャンパス 
18 号館　コラボレーション
ルーム２

言語と認知班
クリスト
ファー・
タンクレディ

Uli Sauerland (Center for General Linguistics, 
Berlin) 

トランスナショナルな移民の生活感情：
文化人類学的アプローチ

7 月 20 日
三田キャンパス東館 6 階
G-SECLab

哲学・
文化人類学班 宮坂敬造

Karl G. Heider (University of South Carolina)、
Kang Yoonhee (Nanjyan Technological 
University)、松岡秀明（淑徳大学）、鄭暎恵（大妻女
子大学）、宮坂敬造（哲学・文化人類学班）

脳の講習会～基礎知識集中講座～ 
認知神経科学について、脳とその研究法
について

7 月 20 日
三田キャンパス研究室棟
会議室Ａ

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

脳の講習会～基礎知識集中講座～ 
視覚・聴覚神経系について

7 月 21日
三田キャンパス北館大会議室

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

脳の講習会～基礎知識集中講座～ 
運動・行為について

7 月 27 日
三田キャンパス東館 4 階
セミナー室

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

脳の講習会～基礎知識集中講座～ 
視覚・聴覚認知について

7 月 29 日
三田キャンパス北館大会議室

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

脳の講習会～基礎知識集中講座～ 
記憶について

7 月 30 日
三田キャンパス北館大会議室

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

脳の講習会～基礎知識集中講座～ 
情動について

8 月 2 日
三田キャンパス北館大会議室

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

脳の講習会～基礎知識集中講座～ 
言語について

8 月 4 日
三田キャンパス北館大会議室

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

脳の講習会～基礎知識集中講座～ 
前頭葉の機能について

8 月 6 日
三田キャンパス北館大会議室

研究成果発信・
支援プログラム 小嶋祥三 小嶋祥三（脳と進化班）

第９回プラトン・シンポジウム
市民公開講座 
プラトン哲学の現代的意義 
～『ポリテイア』（国家篇）を中心に～　

8 月 7 日
三田キャンパス西校舎ホール

主催：日本西洋古
典学会、日本学術
会議 
共催：当拠点

納富信留

加藤信朗（首都大学東京 名誉教授）、岩田靖夫（東北
大学 名誉教授）、Luc Brisson（CNRS, France）、Livio 
Rossetti（University of Perugia, Italy）、佐々木毅（学
習院大学）、三嶋輝夫（青山学院大学）、納富信留（慶
應義塾大学、論理情報班）

「負の感情」とはなにか？～「怒り」
「悲哀」「底つき感」の通文化比較と
その手法としての映像～

8 月15・16 日
京都大学稲盛財団記念館
中会議室

哲学・
文化人類学班 宮坂敬造

Karl G. Heider（Univertsity of South Carolina）、
大石高典、鎌田東二 ( 京都大学こころの未来研究セン
ター )、石井美保（京都大学人文科学研究所）、葛西賢
太（宗教情報研究センター）、大沼麻実（慶應義塾大学）、
宮坂敬造、Mohacsi Gergely（哲学・文化人類学班）


